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研究成果の概要（和文）：本研究の主な成果は以下の通りである。(1)文献レビューによって戦後の農業活動の
変化が生物多様性にもたらした影響を整理し、総説として発表した（Agrit. Syst.）、（２）国土スケールの野
外調査および統計モデリングによって、有機・特別栽培がもたらす生物多様性保全効果を、複数の分類群に対し
て検証した。プロセスとしての個々の農法の影響も明らかにした。収量とのトレードオフ関係も検証した（Sci.
 Rep., Ornithol. Sci., 執筆中）、（３）メタ解析によって水田の休耕・耕作放棄が生物多様性にもたらす影
響の複雑な状況依存性を明らかにした（Cons. Biol.）。

研究成果の概要（英文）：The main achievements of my research were as follows; (1) Unraveling the 
post-war changes in agricultural practices and their effects on farmland biodiversity by literature 
review (Agrit. Syst.), (2) Quantifying the effects of organic and low-input farming on farmland 
biodiversity and the trade-offs between yield and biodiversity, by large-scale field surveys and 
statistical modelling (Sci. Rep., Ornithol. Sci., and in preparation), and (3) Understanding the 
effect of rice-field abandonment and fallow on biodiversity by a meta-analysis (Cons. Biol.) .

研究分野： 生態学
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１．研究開始当初の背景 
農業の集約化や耕作放棄は、世界各地で生物
田多様性を脅かしていることが報告されて
いる。生物多様性の減少を食い止め、食料生
産との両立を実現するために、環境保全型農
業には大きな期待が寄せられている。しかし、
生物多様性保全効果の検証は主に欧州で行
われており、アジアなど欧州以外の農業生態
系における実証は遅れている。特に、水田は
多くの湿地性生物にとって代替生息地であ
り、保全策の確立が求められている。こうし
た科学的知識のギャップを埋めることで、環
境保全型農業や食糧保障のあり方について、
よりバランスの取れた議論が可能になる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、農業の集約化、耕作放棄、
環境保全型農業などの農業活動の変化が生
物多様性にもたらす影響を解明すること、な
らびに食料生産とのトレードオフ関係を解
明すること、とした。 
 
３．研究の方法 
（１）これまでに実施された水田生態系の生
物多様性の関する論文をレビューし、戦後の
農業の集約化や耕作放棄が与える影響を総
説として整理した。さらに耕作放棄について
は、よりシステマティックに収集した文献に
もとづいたメタ解析を行い、生物多様性に与
える影響とその状況依存性を検証した。 
 
（２）環境保全型農業の効果については、野
外調査と統計モデリングによって検証した。
水田では、全国700以上の圃場で調査を行い、
慣行・特別栽培・有機栽培の比較を行った。
さらに個々の農法の影響も検証した。果樹園
では、青森県のりんご園で鳥類の調査を実施
し、慣行・有機園での種数を推定・比較した。
またアルジェリアのオリーブ園にも共同研
究として加わり、上記の手法を応用して種数
の推定などを行った。 
 
４．研究成果 
（１）レビューの結果、戦後の水田の農業活
動の変化が生物多様性にもたらす影響のプ
ロセスが明らかとなった（図１）。 

図１．農業活動の変化と生物多様性 
（引用元：論文 6） 

 
またメタ解析の結果、耕作放棄と生物多様性
の関係には複雑な状況依存性があることが
分かった（図２）。具体的には、放棄年数、
分類群、局所・景観・気候要因によって変化
していた。これらの成果は、いずれも国際誌
に発表した。 
 

図２．耕作放棄が種数・個体数に与える影響
のメタ解析による推定結果 

（引用元：論文１） 
 
（２）水田では、有機農業が様々な生きもの
の種数・個体数が最も多く、ついで特別栽培、
慣行栽培となっていた。分類群によっても反
応が異なり、最も顕著な傾向を示したが植物
の種数、ついでアシナガグモ属、アカネ属の
個体数となっていた。ダルマガエル、ドジョ
ウも有機栽培で多かった。水鳥類の個体数も
慣行区よりも有機・特別栽培区で多い傾向に
あったが、有意差はなかった。 
 

図３．慣行・特別栽培・有機栽培での生きも
のの種数・個体数の比較結果 

（執筆中） 



 
さらに収量とのトレードオフ関係を調べた
結果、有意なトレードオフ関係は植物の種数、
アシナガグモ属の個体数、アカネ属の個体数
のみだった。他の分類群では、不明瞭な関係
であり、収量を下げずに保全できる可能性が
示唆された。現在、そのトレードオフを解消
しうる農法について、解析結果をまとめてい
る。 
 
果樹園では、りんご園において鳥類の種数お
よび昆虫食鳥類の個体数が有機園＞慣行園
となっていた。同様に、オリーブ園において
も鳥類の種数および昆虫食者・雑食者の個体
数が粗放園＞集約園となっていた。以上から、
鳥類が有効な指標となりうることが分かっ
た。 
 
これらの成果によって、欧州以外の農地の生
物多様性保全においても、環境保全型農業が
有効であることを示すことができた。同時に、
耕作放棄が持つ影響の複雑さも明らかとな
った。また食料生産との関係についても解析
結果の取りまとめを進めている。今後も、こ
れらの知見を活用し、農業生産と生物多様性
保全のバランスを高め、両者が win-win の関
係になることを目指す。 
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